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人工知能の実装
と業務の効率化
　2023年におけるX線画像診断システ
ムのトレンドとして、今年も多くのメー
カーが人工知能の実装をアナウンスし、
大々的にアピールしている。昨年までは、
人工知能単体での製品紹介が目立ってい
たが、今年は業務効率の改善を含めた、
ワークフローを考慮した製品が増えてき
ている。取り組みとしては、ワークフロ
ーの改善・病変の検出を含めた診断支
援・深層学習を用いた画質の改善など
様々な領域に実装されている。特に注目
すべき点は、画質を改善するAI技術を用
いた「ノイズ低減処理技術」と、診断ワ
ークフローの向上としてAI技術を活用し
た「異物認識処理機能」、そして「診断
支援」である。またX線画像診断システ
ムも、FPDがより高性能化・軽量化され、
さらに業務効率を改善するような製品が
多数発表されている。これらを考慮しな
がら、X線画像システムの説明を始めて
いく。

の不整合による再撮影防止機能、撮影画
像の品質を担保する機能、異物認識処理
機能などが製品化されている。
　異物認識処理機能では、深層学習と従
来の画像認識技術を活用し、ガーゼ・針
の可能性のある陰影をX線画像中から認
識し、その位置をマーキングする機能で
ある。この機能は、手術後の患者体内に
おけるガーゼ・針などの遺残有無の確認
をサポートする。

3. 診断支援

　病変の検出を含めた診断支援は、今年
も様々なメーカーから新製品が発売され
ている。特に胸部X線画像病変検出は、
解析画像結果を自動的に作成して医師の
画像診断を支援し、また大量の画像を診
断する際の補助としてワークフローの改
善にも貢献する可能性が見込める。ヒー
トマップでの異常領域をカラー表示した
り、指摘箇所をサークルで表示したりす
るなど、各社機能の差別化をおこなって
いる。

4. FPDの高性能化

　今年も各社FPDの新製品が多数発表さ
れている。まず大きな変化として、黒を

1. 人工知能を用いた画質の改善

　X線画像の画質の改善については、以
前から様々な画像処理を用いて改良が重
ねられているが、今年は深層学習を用い
たノイズ低減処理が実装され製品化され
ている。CTやMRIなど他モダリティではす
でに製品化されており、CTでは被ばく低減
への応用、MRIでは検査時間の短縮など、
さまざまなメリットが報告されている。
　X線画像での従来のノイズ低減処理は、
除去したノイズ成分に人体の構造物など
重要な信号の一部が含まれるケースがあ
り、画像を観察するときのノイズを低減
するのに限界を認めていた。そこで人工
知能技術の1つである深層学習を応用し
て、大量の臨床データを学習させること
で、高性能なノイズ低減を実現可能とな
ってきている。この深層学習でのノイズ
低減では、鮮鋭度を維持したまま粒状性
を改善する理想的な画像処理が可能とな
り、驚くほどの高画質な診断用画像を提
供することができている。

2. 人工知能を用いたワークフロー
の改善

　こちらは昨年同様に、ポジショニング

特集│2023年のRadiology
〜今年はこうなる！〜
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　An X-ray diagnostic imaging system with artificial intelligence will have attracted attention in 2023. In 
addition, many products that improve operational efficiency have been announced. This section 
introduces new products.
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基調としたFPDの汚れが目立ちにくい製
品が増えてきている。また軽量化・FPD
サイズの大型化・画素サイズの高画質
化・高いDQE性能など、さらに高性能化
してきている。FPDパネルにAEC機能を
付与するような製品もあり、FPD導入時
には価格と性能のバランスをみながら、
病院の機能や導入目的に適した製品を選
択する必要がある。

5. 業務を支援する機能・製品

　多忙な臨床業務を支援する機能・製品
も増えてきている。一般撮影装置ではX
線管懸垂機の手動操作時の負担軽減のた
めのパワーアシスト機能を備えた製品が
ある。片手でも扱えるくらいの操作力を
実現しており、多忙を極める一般撮影担
当者の負担軽減を担うような、理想的な
機能である。また、従来品より軽量な
FPD保持台や、IVR時の被ばく防護に特
化した頭頸部用X線防護具など注目すべ
き製品が多数発表されている。

2023年
注目すべき製品
1. CALNEO Flow G80、CALNEO 

Flowシリーズ、異物認識処理 
機能（富士フイルムメディカル）

　富士フイルムメディカルから、長尺撮
影のワークフローを改善する43×80cm

（17×32インチ）サイズのCALNEO Flow
の新しいFPDが登場した（図1）。特徴と
して、長辺が80cmあるので、1ショット
で全脊椎撮影が可能であり、1枚の基板
であるため継ぎ目のない画像を提供でき
る。また、診断ワークフローの向上とし
て「異物認識処理機能」がある。この機能
はFPDの機能ではなく、Console Advance
の機能となるが、深層学習と富士フイル
ムの画像認識技術を活用し、ガーゼ・針

の可能性のある陰影をX線画像中から認
識し、その位置をマーキングすることが
可能である。

2. Intelligent NR、CXDI-Elite、
Built-in AEC Assistance 

（キヤノンメディカルシステムズ）

　キヤノンメディカルシステムズは、CXDI
の新機能「Intelligent NR」を発表した。深
層学習を利用したノイズ低減処理であり、
驚くほど良好な出力画像を得られる技術
である。原理として、CTやMRIで用いら
れている深層学習を用いたノイズ低減処
理とは少し異なり、CXDIシリーズの撮
影画像に発生するノイズを模倣するため、
数千万通りの入力パターンにノイズを加
えてノイズ除去方法を学習することで、
あらゆる撮影部位の画像でも好適なノイ
ズ低減を行うことが可能とされている

（図2）。
　また注目すべき新製品として、デジタ
ルラジオグラフィ「CXDI-Elite」という
FPD製品がある。現時点ではポータブル
装置「Mobirex i9」との組み合わせでの
み使用可能なFPDであるが、オプション
機能として、FPDパネルにAEC機能を付
与する「Built-in AEC Assistance」という
機能がある。

3. AeroDR swift、AeroDR TX m01、
CXR Finding-i  

（コニカミノルタジャパン）

　コニカミノルタジャパンは、静止画像
も動画像も撮れる回診撮影システム
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図2　Intelligent NR

図1	 CALNEO Flow G80


